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In
結

語

企
業
の
経
営
政
策
に
と
っ
て
の
最
も
重
要
な
課
題
に
は
、
決
定
理
論
に
関
す
る
次
の
規
範
的
な
命
題
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で 

き
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
規
範
的
な
命
題
と
は
、

"
充
分
な
る
情
報
を
も
っ
た
合
理
的
に
行
動
す
る
政
策
担
当
者
が
重
要
な
決
定
問
題 

に
直
面
し
、
か
つ
、
そ
の
問
題
の
内
容
を
適
切
に
理
解
し
て
い
る
と
き
、
そ
.の
合
理
的
政
策
担
当
者
が
採
択
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
こ 

と
".
で
あ
る
。
 

•

最
近
、
こ
れ
ら
の
決
定
問
題
に
関
す
る
分
析
方
法
が
企
業
経
営
、

シ
ス
テ
ム
：ズ

.
エ
ン
ジII.

ァ
リ
ン
グ
、あ
る
い
は
、国
民
経
済
計
画
の
諸
分
野 

に
お
い
て
、
急
速
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
，顕
著
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ゲ
'丨
ム
理
論
、

0R

、
 

経
営
科
学
、

シ
ス
テ
ム
分
析
等
々
の
新
し
い
実
践
的
な
分
析
方
法
に
と
っ
て
、

正
に
基
本
的
に
共
通
し
た
課
題
は
、
"
あ
る
与
え
ら
れ
た
環
境
の 

も
と
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
適
行
動
プ
ロ
セ
ス
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
"_
に
お
か
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
最
適
行
動
問
題
の
分
析
に
は
、
重
要
な
論
点
と
し
て
'
⑴
目
的
の
設
定
、
(2
)
可
能
，な
行
動
プ
ロ
セ
ス
、
⑶
不
確
実
要
因
、
の
検
討
が
.含 

ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
な
か
で
.も
、
政
策
問
題
の
莲
盤
と
な
る
経
済
的
.制
約
条
件
と
、
政
策
目
的
の
体
系
化
を
図
る
政
策
モ
デ
ル
の
定
式 

化
が
最
も
重
要
な
課
題
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
.
こ
の
政
策
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
経
済
的
制
約
条
件
と
政
策
目
的
に
含 

ま
れ
.る
諸
係
数
の
不
確
契
性
ノ
可
変
性
.が
：決
定
的
.に
重
要
な
役
割
り
を
.担
う
も
の
と
.し
そ
登
場
す
る
点
に
あ
る
。
\.

か
く
し
て
、
：最
適
行
動
プ
ロ
セ
.ス
を
決
定
す
る
.政
策
問
題
は
、
.⑴
確
率
的
プ
ロ
セ
ス
.が
基
，本
的
な
役
割
り
を
担
う
政
策
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
侧 

面
と
、
(2
)
政
策
モ
デ
ル
の
規
範
的
な
エ
ッ

セ
ン
ス，(

f
l
2
a
t
i
o
n
)
、

こ
れ
を
達
成
す
る
統
計
的
分
析
、
あ
る
い
は
、
決
定
理
論
の
解
析
的
側
面
と 

を
：同
時
に
：包
含
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、.
こ
の
一
一
つ
の
侧
面
は
相
互
に
関
連
し
.て
'い
る
の
で
あ
っ

て
、
政
策
目
的
の
最
大
化
プ
ロ
セ 

ス
の
.理
解
に
と
っ
て
は
、

モ
デ
ル
の
構
造
と
そ
の
：メ
ヵ

-1.

ズ
ム
の
充
分
な
る
把
握
が
必
須
で
.あ
り
、
ま
た
、
適
切
な
.モ
デ
ル
の
構
成
の
た
め
に
は
.

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ァ
プ
ロー

チ
の
試
み

.

 

ニ

ー

、
ニ
ー)



攻
伊
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
か
、
を
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
.0

し
た
が
っ
て

、

.決
定
問 

題
の
最
適
化
プ
、ロ
セ
.ス
の
分
析
に
と
：っ
て
は
、
決
定
理
論
と
確
率
論
、.
な
い
し
、：
統
計
理
論
の
統
一
的
理
解
に
も
と
づ
く
、
全
体
的
な
分
析
方
法 

の
適
用
が
不
可
避
的
に
重
要
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

.

:

.

本
稿
は
経
営
政
策
に
対
す
る1

つ
の
決
定
理
論
的
ア
。フ
ロ
ー
チ
を
試
み
ょ
う
と
す
る
.も
：の
.で
.あ
る
：。
，
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
企
業
を
如
何
な
る 

行
動
蕋
準
に
も
と
づ
い
て
把
握
す
る
か
に
ょ
ら
て
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、.
ま
た
、
企
業
を
と
り
ま
く
経
済
的
、
技
術
的
諸
条
件
に
ょ
っ
て
も
異
な 

る
も
の
と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

'

:
 

-

 

•

.こ
れ
ら
多
く
の
企
業
分
析
の
な
か
で
典
型
的
な
も
.の
は
、
：八
止
業
の
需
給
：構
造
を
制
約
条
件
と
し
、-'
企
業
の
取
得
す
る
利
潤
、
あ
る
い
は
、
支
出 

す
る
費
用
を
政
策E

：

的
.と
し
た
決
定
理
論
的
ア
プ
ai

チ
で
あ
ろ
う
。'
な
か
.で
.
.
も
、

E
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g
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研
究
は
、
政
策
目
的
を
二
次
形
式
の
費
用
関
数
に
定
式
化
し
、
企
業
の
生
産
、
出
荷
、
.在
庫
.の
関
連
を
制
約
条
件
：と
し
た
費
用
最
小
化
問
題
を
分 

析
す
る
こ
と
に
'ょ
っ
て
、.
企
業
の
.経
営
政
策
問
題
に
対
す
る
決
定
理
論
の
実
践
的
適
用
.を
意
図
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
.

本
稿
は
こ
れ
ら
諸
研
究
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
企
業
の
政
策
目
的
と
し
て
、
利
潤
最
大
化
行
動
を
エ
ク
ス

プ
リ
シ
ッ
ト
に
考
察
の 

対
象
と
し
、
企
業
の
最
適
行
動
プ
ロ
セ
ス
を
動
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
究
極
の
課
題
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
全
体
を
通
じ
て
一
貫 

し
た
特
徴
は
、.
.線
型
制
約
条
件
の
も
と
に
政
策
目
的
を
土
次
関
数
に
特
定
化
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
 

•

ま
ず
、：
第
一
.章
で
静
学
的
決
定
理
論
の
論
理
構
造
を
説
明
す
る
。
そ
こ
で
.は
、：
政
策
モ
'デ
ル
.の
構
造
係
数
が
所
与
で
.あ
る
場
合
と
、
構
造
係
数 

が
不
確
実
な
確
率
変
動
.を
す
る
場
合
と
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る
。

:

■
'
.

第
一
一
摩
は
第
一
章
で
展
開
さ
れ
.た
理
論
構
造
を
も
と
に
し
た
企
業
の
あ
る
特
定
年
度
の
利
潤
最
大
化
行
動
を
分
祈
す
る
。

以
上
第
一
、
ニ
章
で
は
静
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
三
章
で
は
、
政
策
問
題
に
と
っ
て
本
来
不
可
避
妁
な
要
素
で

あ
る
計
画
期
間
、
す
な
わ
ち
、
時
間
的
要
素
を
含
ん
だ
動
学
的
政
策
問
題
に
対
す
る
決
定
理
論
の
論
理
構
造
を
説
明
^
る̂
。
動
学
的
決
定
問
題
に 

と
っ
て
は
、
政
策
モ
デ
ル
の
構
造
係
数
が
全
計
画
双
㈣
に
亘
っ
て
確
実
に
把
握
さ
れ
る
場
.合
と
、
確
率
変
動
す
る
場
合
と
で
は
理
論
的
展
開
に
著 

し
い
相
違
の
生
す
る
，こ
と
.
'が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
.
..

第
四
章
で
は
動
学
的
決
定
理
論
に
も
と
づ
い
て
、
.市
場
に
お
け
る
製
品
の
需
要
量
が
確
率
変
動
を
す
る
と
き
、
企
業
の
経
営
政
策
に
対
す
る
最 

適
行
動
.プ
ロ
セ
ス
が
検
討
さ
れ
る
。

.

.

I

,静

学

的

決

定

理

論

と

'経

営

政

策

•
 

*

, 

- 

f

.

.

.一
、
二
次
形
式
の
選
好
関
教
と
線
型
制
約
条
件
に
よ
る
静
学
的
決
定
理
論
の
概
要

⑴

確
実
性
の
も
と
に
お
け
る
決
定
理
論

■ 

- 

• 

■ 

: 

. 

■ 

. 

; 

- 

- . 
一

. 

■
-
 

■ • 
■ 

■

.
経
営
政
策
の
諸
問
題
を
決
定
理
論
的
に
考
察
す
る
•に
は
.、
次
に
示
す
諸
変
数
を
明
確
に
定
義
し
て
お
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
'い
。

ま
ず
、
：
決
定
問
題
に
直
面
し
、
何
ら
か
の
意
思
決
定
を
す
る
政
策
担
当
者
に
と
っ
て「

直
接」

に
操
作
し
ぅ
る
饥
個
の
変
数(

政
策
変
数)

系
列 

を
め
、

ぬ
、

:

‘と
し
、
ま
た
、

政
策
担
当
者
に
と
0
て
は
独
自
に
直
接
操
作
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
制
約
条
件
を
通
じ
て 

「

間
接
，1;:
;
.に
規
定
さ
れ
る
れ
個
の
.変

数(

非
制
御
変
数)

_系
列

を

れ

扒

、……

、

2/
»と
す
る
。

そ
し
て
、
政
策
担
当
者
が
最
大
、
あ
る
い
は
、
最
小
.に
す
ベ
き
選
好
関
数——

政
策
変
数
お
よ
び
非
制
御
変
数
に
よ
っ
：て
、

一
般
的
な
一
一
次
形

式
と
し
'.て
あ
ら
わ
さ
れ
た
目
的
関
数

-
■が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
0
す
な
わ
ち
、

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ァ
ブ
ロ
ー
チ
の
試
み 

.こ
一
一
一(

ニ

三

)

.



ニ
四 

'

(

ニ
®)

:〔

仮
.定 i  

^

. 

.

、

■
■ 

- 

. 

*

政
策
変
数
の
列
べ
ク
卜
ル«
=〔

|?〕

、

非

制

御

変

数

の

列

べ

ク

f
ルy

=
〔2
/
j

は
す
べ
て
実
数V

あ
リ
、
玫
策
担
当
者
の
選
好
関
数
を
ガ
と

,
■す
れ
ば
、
：
 

.

で
あ
ら
^
さ
れ
る

但

し
a
A
a
p6

=
s,  

A
=

〔A
L
, 

B
=
〔B

P

c
n〔

P
J
は.
そ
れ
ぞ
れj

定
の
係
数
か
ら
構
成
さ
れ
る

列
ベ
ク
ト
ル
、

ま
た

は
、
行
列
を
あ
ら
わ
す
。
<
5お
よ
び
6
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
対
称
行
列
で
あ
る
。
ま
た
、
 

h, k

ル

，

.,
w

 

广 j
=
l
)

.
•
さ

:
•
. 

,

次
に
、
政
策
変
数
又
と
非
制
御
変
数
了
に
関
す
る
制
約
条
件
を
次
の
如
く
規
定
す
る
。

〔

仮

定

丁 

ニ〕

ベ
ク
ト
ル
X
、
Y
の
間
に
は
次
の
線
型
関
係
が
存
在
す
る
。

Y
"
R
X
+
S

 .

.

.

.

.

.•：
：…

…
…
.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

(1.2)

但
し
、
w
=〔

r
rs
はI

定
の
係
数
を
エ
レ
メ
ン
ト
に
し
た
行
列
、s

=
〔s

o

は一

定
の
係
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
列
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

h
"
l
,

., 

m

 

i
=
l
,

.,
7i

〔

仮
定 
一
•
ニ〕

に
お
け
る
只
は

〔

€
定 
一
•，
一〕

の
選
好
関
数
の
制
約
条
件
を
あ
ら
わ
す
構
造
係
数
行
列(elements of multipllive 

structure)

で
あ
り
、
S
は
そ
の
附
加
特
性
へelements of 

I
一f
 structure)

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

以

上

の〔

仮
定 
一
•
一〕

、〔

仮
定 
一
•
.ニ〕

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
、
合
理
的
な
政
策
担
当
者
の
決
問
題
に
対
す
る
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
は
、

(
1
.
2
)

式
の
制
約
の
も
と

.で
、

(
1
.
1
)

式
を
最
大
.(

あ
る
い
は
最
小)

に
す
る
命
題
を
解
く
こ
と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

以
下
、
こ
の
命
題
を
分
析
し
て
み
よ
う
。•

ま
ず
、'(

1
:
1
)

式

に

(
1
.
2
)

式
を
代
入
す
れ
ば
、

w
(
x
,

 

Y
)
=
w
(
x
,

 R
x
+
S
)
=
r
+

か
、

X
+
+
X
、K

X
a

 3)

但
し
、
か
。n

s

+

t

、
B
S

み=a
+
:
R
、6
+
(
c
+
K
、B
)
s
=
〔I 

K
、〕 

K
>
A
+
R

、B
R
+
C
?
R

、C
、=

〔I 

R
、〕

a

 

c
p
-

b

w

k

>

o
一
 

fHH

Q

B

r

(1.4)

K
は
対
称
行
列
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

K
を
非
特
異(non-singular)

と
仮
定
す
れ
ば
、(

1
.
3
)

式
の
右
辺
は
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

?

s

x

+H -
x
、K

X

=

r

—

f

、w
-
^

+-l
r
x
+
K
:
-
^

、K(

x
+
K
:
i
w

…

：，

.(1.5)

(
1
.
5
)

式
を
又
に
関
し
て
微
分
し
て
零
と
ぉ
く
こ
と
に
ょ
っ
て
、

x
o
=
—
K:—

^

F
.
6

)

ガ
得
ら
れ
る
ぺ
こ
め
へ
ク
ト
ル
又
办
前
述
し
た
命
題
に
対
す
る
政
策
変
数
ズ
め
最
適
解(optimal

.

.solution)

.と
な

.る
た

.め

.の
充
分
条
件
は
、
 

(
1
.5)

.

.式
に
.お
I
て
行
^

^
が
負
値
定
符
号
.
.
.
：

(

1
1
6
的
^
-̂
6
. 

de

fchnite).

一
あ
石
い
は
正
値
定
符
号(positive definite).-

—

で̂
.な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
‘

(

注
1)

こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
次
の
定
理
が
生
ま
れ
て
く
る
。

.

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ア
ブ
'ロ
ー
チ
の
試
み

ニ
五
：(

ニ
五)



〔

定

理

7'I
〕

〔
仮

定I 

. i
〕

、〔

仮

定一 

• 

二〕

が
満
足
さ
れ
て
い
る
と
き
、
選

好

関

数(

1
*
1

)

式
が
制
約
条
件(

1
.
2

)

式
の
も
と
に
最
大
值
を
も
つ
た
め 

の

必

要

か

.つ
充
分
条
件
は
、
仄
お
よ
び
た
が

9

4)

式
で
定
義
さ
れ
た
と
き
、
政
策
変
数
乂
が

?

5)

式

を

満

足

す

る

值
°̂
^.
実

現

す

る
.
-

J

と
で
あ
る
。
伹
し
/y
K-
は
非
特
異
で
、
か
つ
、
負
値
定
符
号
の
対
称
行
列
で
あ
る
。

■ 

■ 

; 

-

さ
て
、(

L
4
)

式

と(
1
.
6
)

式
か
ら
政
策
変
数
X
の
最
適
解
を
す
べ
て
の
係
数
の
関
数
と
し
て
あ
.ら
お
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

X
O
H
y
x
a
,

 

6, 

A
,

 

B, 

p R, 
S
)
……

.……
…

…

：
•
：
：
•
：
.
：
：
：
：
.
：
：

.

.……

?
7)

但

し

、

/

は

関

数

記

号

.

.

.

.

:
: 

•

.

こ

の

?

-<
.)

式
を
最
適
反
応
関
数(optimal, reaction...function) ：

と
.呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

次
に
、
選

好

関

数(
1
.
1
)

式
お
よ
、び
制
約
条
件(

1
.
2
)

式
の
構
造
変
化
、
す
な
わ
ち
、
構

造

係

数

气

&
、

A
、
B
、
c
、

R
、

8
が
堇
か 

変
化
し
た
と
き
、
最
適
反
応
関
数(

1
.
7
)

式
に
お
い
て
最
適
解
で
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
か
を
険
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
.最
適
解
？<
の
変
化
双
を
テー

ラ
|
展
開
に
よ
っ
て
、

^

O

n

^

o 

+ 

^

I

S

O

+

^

M

O

+

…
…

…
…

…

：
.

.

.
..

…

.

…

.

…

.

…
(

1
..0
0) 

■

と
し
よ
う
そ
し
て
右
辺
の
第

2
項
以
下
は
第
1
項
に
較
べ
て
微
小
で
か
つ
無
視
し
う

る

場
合
を
考
察
す
る
こ
と

に
す

れ
ば
、

p

.

e式
の
全 

微
分
は
、
 

.•

し
x
o
#
a
x
o
=
I
K
-
M
S 

丨

岗•
K
-
ぶ
)
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.:
:
:

(

1
.
9

)
(

注
3)

と
な
る
。
但
し
、

=

兴 A
+
R
、B
R

+C
R

+
R、Q)=

A A

+a(
R
、B
R
)

+
A
O
R

)

+
失 
R
O
0

(
1
.
9
)

式
は
次
の
よ
ぅ
に
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

最
適
解
で
の
変
化
狀
は
、
構
造
係
数
を
真
の
値〉

a
、
，>
6、
>
A、
>
B、
>
C、
>
R、
爸
の
代
ヵ
に
、
そ
れ
ら
の
推
定
値
a
、
f
t、
A
、
B
、
c
、
 

n

>

sに
よ
っ
て
あ
ら
わ
し
た
と
き
、(

1
.
2
)

式
の
制
約
，条
件
の
も
と
に
お
い
て
選
好
関
数(

1
.
1
)

式
を
最
大
に
す
る
政
策
変
数
の
最
適
解
又
が 

も
た
ら
す
誤
差
><
|

||>
<
。
を
意
味
す
.る
こ
と
：に
な
る
。

そ
し
て
、
最
適
解
^
|か
ら
何
ら
か
の
変
化
狀
に
対
応
し
て
選
好
関
数(

1
.
.
1

)

、式
の
最
大
値
か
ら
の
乖
離
は
、

次
の
よ
ぅ
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
 

ま
ず
、
最
適
解
1
に
対
応
す
る
選
好
関
数
+ (1

.
1
)

式
の
最
大
値
は
、(1.5)

、
(
1
.
6
)

の
両
式
.か
ら
、

,

=
々
r

i r
n

r

^

o、K
X
。
 

•

で
あ
る 

、

X
に
対
応
す
る
選
好
関
数
の
値
は
、

W
X
=
F
+
<
X
+
+
X
、K

X

と
.な
る
。
し
た
が
つ
て
、

，

丨 w
x
=
l

 
文

X
0
、K

X
0
+
2
S
+
X

、K
X
)

K
は
対
称
行
列
で
あ
る
か
ら
、(

1
.
6
X

式
か
ら
.

言

—
X
7
K
(
X
—
X
。)

.

.

.…
…

…
…

…

：
.
.…

…
…

…
(

I

k 

.
 

■

と
な
る
。
さ
ら
に
、.
K
は
負
値
定
符
号
で
あ
る
か
ら
、(

1
.
1
0
)

式
は
正
の
値
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

.

(
1
.
1
0
)

式

に

(1 ，9
)

式
を
代
入
す
れ
ば
、

，

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ァ
ブ
ロ
ー
チ
の
試
み 

一
一

七

(

ニ
七)



w
o—W

x

 
N 

^
—

 cQC • 

w
l 

VC)、K
I

 \
d
k

 

J
A
K 
• 
K
l

??)

.

.

.

.

.

.

.(1,11)
, 

(

注 
4)

が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
◊

力

く

し

て(
1
.
1
1
)

式
は
^
造
係
数
ん
お
よ
び
冗
に
何
ら
ヵ
微
小
な
誤
差
を
生
じ
た
と
き
、
選

好

関

数Q
.
1
)

式
の
最
大
値
に
生
ず
る
誤
差 

を
あ
ら
わ
す
こ
に
な
る
。.

⑵

不
確
実
性
の
も
と
に
お
け
る
決
定
理
論

.

前
節
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
構
造
係
数 

' 
み
，

A
 

B
、
c
、
R
> 

Sが
所
与
で
あ
る
か
、
t

い
は
'
そ
れ
ら
に
誤
差
が
生
ず
る
と
き 

に
お
け
る
決
定
問
題
を
検
討
し
た
が
、
本
節
で
は
、
構
造
係
数
は
与
件
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
確
率
的
に
変
動
す
る
場
合
を
考 

察
し
て
.み
よ
う
。

次
の
仮
定
を
設
け
る
。
 

：

,

’

〔

仮
定I 

•三〕

〔

仮
定一

•1
〕
、

〔

仮
定一

•
ニ〕

が
満
足
さ
れ
て
い
る
と
し
よ
う
。

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
構
造
係
数
が
確
率
変
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

政
策 

担
当
者
は
、(1,2 )

式
の
制
約
条
件
の
も
と
で
選
好
関
数(1.1 )

式

の

数

学

的

期

待

値

d

を
最
大
に
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
 

但
し
ノ
迟
は
数
学
的
期
待
値
を
あ
ら
わ
す
。

! ：

仮
定I 

.四〕

構
造
係
数
ベ
ク
ト
ル
气
6
、
S
お
よ
び
構
造
係
数
行
列
A
、
B
、
C
、
K
は
相
互
に
独
立
な
確
率
変
数v

あ
リ
、
各
係
数
の
エ
レ
メ
ン
卜
は 

i

定
の
分
散
、
共
分
散
を
も
つ
同
時
確
率
分
布
を
す
る
。
ま
た
、
各
係
数
のH

レ
メ
ン
卜
の
平
均
、
分
散
、
共
分
散
は
政
策
変
数
又
と
は
独
立 

で
あ
る
。
，

さ
て
、〔

仮
宠
一
：
 

'四〕

が

与

え

ら

れ

た

と
,#
、〔

仮

定 
一
*
一一

〕

に
し
た
が
っ
て
選
好
関
数
の
数
学
的
期
待
値
を
最
大
に
す
る
た
め
に
は
、
 

(
1
,
3
)

式
に
含
ま
れ
：る
各
係
数
を
確
率
変
数
に
変
換
し
て
、
そ
の
数
学
的
期
待
値
を
考
.え
て
み
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

e
w
(
x
,
y
¥
e
^
(
x
,
k
x
+
s
)
=
e
^
+
(
_
)
、x

+

h -x
、(
e
k
)
x
.
:
.
:
:
…

•

…
(1.12)

但
し
、
夢

=
e
(
6
、s
)
+
4
-
e
(
s
、b
s
)

 

■

E

 

か"Ea
+
E
S
)
+
E
〔(

c
+
R
、B
)
s
〕

.

.

.

.......

p 

S

E
K
=
E
A
+
l
E
(
R
、B
R
)
+
E
(
C
R
)
+
:
E
(
R
o
、)

，

次
に
、
す
べ
で
の
確
率
変
数
び
、
6
、
A
'.
B
、
c
、
R
、
s'
が
、
..そ
れ
ぞ
れ
期
待
値

E f
t
.、
E 6
、
~3
A
、
E B
'
EC
、
E R
、
E s
に
等
し
い
と
き
、
 

(
1
.
1
2
)

式

を

Y
)

と
す
れ
ば
、

w
*
(
x
,

 

Y
)
=
w
*
(
x
,

 K
X
+
S
)
=
E
^
+
(
E
3
、X

+

H -X
、(
E
K
*
)
X

 .

.

.

.(L
1
4
)

と
な
る
。
但
し
、

W
=
E
6
、• E

S

+

- ^
s
、
• 

E
B

 • E
S

 

E
n;
n E

a

+E
R
、• 

g 十(
E
C
+
E
R
、• E

B
)
E
S

 

E
K
*
=
E

 A

+E
R
、• E

B

 

• 

E
R
+
E
9
E
R
+
E
R
、

• EC
、

?
1
4

)

式

は

〔

仮
定 
一
•
四〕

と

(
L
1
3
)

式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
ぅ
に
変
形
で
き
る
。
 

w
*
(
x
,

 Y
)
F
(
E
f

 0 )
+
(
w
x
+

1 r(
E
K
I
G
)
x

 

.

.

.

..
…
…

：
：(

1
.
1
5

)

f
l
k 

w
.
.
-
,

G
は

m
x

m

行
列
で
あ
つ
て
、
.
み
行
た
列
目
の
エ
ェ
レ
メ
ン
ト
は
、

.

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ァ
ブ
ロ
ー
チ
の
試
み 

ニ

九(

ニ
九)
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: 

.
 : 

.
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.

 

三
0
:(

.三
〇)

' 

.

.

.

?

H

w

n

M

w

w

で
あ
る
。

.

E
M
X
,
Y
)
.

の
..最
大
値
を
も
た
ら
す
政
策
変
数
の
最
適
解
を
^
と
す
れ
ば
、
^

•

四〕

に
ょ
り
0̂
は
政
策
変
数
と
は
独
立
で
あ
る
か
ら
、

x.=:l(EK)-i
…
…

r
.
.

……

•…

：…….…………

r…
…

•；

リ

^

と
な
る
。
但
し
’
SK
は
非
特
異
、
か
つ
、
.負
値
定
符
号
の
対
称
行
列
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
、
：̂

。丨
穸
.は
政
策
変
数
と
は
独
立
で
あ
る
か
ら
、(

1，
1
5

)

式
か
ら
到

*(X, Y
)

の
最
大
値
を
も
た
ら
す
政
策
変
数
の
最
適
解 

を
兄
と
す
れ
ば
、

x
2
=
l
(
E
K
I
G
)
-
】g

 

…
…

…
…
…

：…

：
•

…
…

.

.

.

....

...

.

：(

1
.
3

と
な
る
。
徂
し
、H

I
C
—
G

は
非
特
異
"
か
つ
.、
負
値
定
符
号
の
行
列
で
あ
る
。
'

し
た
が
0
て
、
こ
れ
ら
二
つ
.の
ベ
ク
ト
ル
の
差
異
は
、

」
x

=
x
2
l
x
l

 =

 —
〔 (

E
K
I
G
)
i
—

(
E
K
)
-
^
E
^
……

…
…
.

.

.

.

.

.

.

(

1
-
100)

と
な
る
。
 

•

.

. 

. 

. 

.

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

• 

.

.

以
下
分
析
の
便
宜
の
た
め
に
尺
を(1.4 )

式
に
し
た
が
っ
て
次
の
ょ
ぅ
に
変
換
し
て
お
こ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、

>

0
-

Q

W

fj
K
=
F
Q
P

 

但
し
、P

=

の

し
た
が
っ
て
、

(

E

S上=
〔E
(
P
、§

〕
-
,

(
E
K
—
G

J:=
〔(
E
P
)
、E
Q
.
E
P
〕
--

さ
ら
に
、」

p
n
p
—
E
P
,

tvQ
=
Q
I
E
Q

と
す
れ
ば
、

.w
(
p
、Q
P
)
=
(
E
P
)
、E
Q
.
E
P
+
(
E
P
)
、E
(
J
Q
.
J
P
)

-fw
〔(JP)

、E
Q
.
J
P
〕

+
w
s
p

)

、

」

Q〕

E
P
+
J
E

〔(

J
P

)

fc
:

Q
rL
p〕

..

.

：
：(

1
.
1
9

)

.と
な
る
。
ま
た
、

か
ら
B
、.
c
と
は
独
立
な
確
率
変
数
で
あ
る
か
ら
、

.

:

ス 

E
P
S
S
tL
p
n
o
' 

ESP)

fc:Q
〕EP=o

と
な
ろ
う
。E

〔(JP)
、」
Q
*
」
P
〕
.

は
そ
の
他
の
項
と
較
べ
て
.高
次
の
微
小
変
化
で
あ
る
；か
ら
、
.無
視
し
う
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、(

1
.
1
9
)

式
は
、
 

,
E
(
F
Q
P
)

.II-(EP)
、E
Q
.
E
P
+
:
E
〔(

匕
p)

、E
Q
‘tx
p〕

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
.が
っ
て
、

:

..
 

.

■

〔E
(
p
、Q
P
)
〕
i

.l!
-c(EP)

、E
Q
.
E
P
〕

-
r〔(

E
P
)
、E
Q
*
E
P
〕

上
；

E
〔(

〔(
E
p
y
E
Q
.
E
P
〕
-
” .

.

.

.

.

..
.
.(L20)

:
(
1
.
1
7
)
(

l
.
loo
> 

の
両
式
と(1.20) ：

式
か
ら…

•

, 

(

先
5)

〔(Ep) E
Q
.
E
1
P
〕
」
E
〔( 」

P
)
'
E
Q
‘ 」

P
〕.X2.

へ

…

.…
.'.(I...21).

(
L
2
1
)

式
は
次
の
こ
と
を
意
味
し
：て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

(1,3).

式
の
構
造
係
数
a
、
>

、

A
、

B
、

G
、

R
、.
 

S
が
確
率
変
動
を
ず
る
と 

き
、
各
係
数
'^
そ
れ
ぞ
れ
期
待
値
に
等
し
い
-
^
^
確
実
性
当
量(certainty e

q
u
i
v
a
l
e
n
c
e
)
^
^

と
很
定
し
た
場
合
に
、

P

1
4
)

式
の
最
大
値
を 

も
た
ら
す
政
策
変
数
の
最
適
解
兄
と
、
選
好
関
数

’

(
1
.
3
)

象

期

待

値

、.
す
な
わ
ち
、

P

1
2
)

式
.の
最
大
値
を
も
た
ら
す
政
策
変
数
の
最
適
解 

XX
と
の
間
に
は
"(

1
.
2
1
)

式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
相
違
が
生
ず
る
結
果
と
な
る
。.
か
く
し
て
、
次
の
定
现
が
導
か
れ
る
，

.

〔

定
理
T

V
ニ〕

：

S
定
二 

•
四〕

が
#
え
ら
れ
て
い
る
と
き
、〔

烬
定j  
•
三〕

t
し
た
が
っ
て
選
好
関
数
の
期
待
值(1;12)

式
を
最
大
に
す
^
政
策
変
数
の

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ア
ブ
ロ 

I
チ
の
試
み 

三

'(

三
一)



最
適
解(

I

l

f
、
.各
係

数

蠢

待

值(

確
実
性
I
量)

に
よ
I

•
.
.
.

. 

:

.

.

.

.

•
,.
'
.
.

;
■
'.V

 

ノ 
-

.,
■ 

.
:
:
.

■
'

:

:

.

ゾ

'

■

-

:ゝ

ニ

、
»
営
政
策
に
対
す
る
静
学
的
決
定
理
論
の
適

1

./V
 

,
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.
j 

,

.
$

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
決
定
理
論
を
企
業
の
経
営
政
策
に
適
用
す
る
た
：め

に

関

数

を

設

定

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。
：本
稿
で
.は
、：

企
業
は
究
極
的
な
目
標
と
し
て
利
潤
最
大
化
原
理
に
も
と
.'、つ
い
て
行
動
し
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

し 

た

が

：
っ

て

、

_

_

行

動

に

お

け

る

選

好

関

数

は

利

撋

最

太

化

行

動

S

ク
ス

プ
リ
シ
ッ
ト
に
反
映
す
る
関
数
を
考
慮
す
る
こ
と
が
I 

そ
こ
で
、
.
ま
ず
、
あ
る
営
業
年
度
に
.お
け
る
総
利
潤
を
あ
ら
わ
す
選
好
関
数
を
検
！
し̂

て

み

よ

う

。

当
該
営
業
年
度
.に
お
.け
る
利
潤
最
大
化
行
動
は
.
.、
/
.
:
.
.
"
.

謝

±
颯
丨(

両
镟

»

»瀚
+
涵
镟

)#
_
織
屮
螬
辎
灕

^

0薛
»
油)

卩
謙
^
_

を
最
大
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
総
利
潤
を
あ
ら
わ
す
選
好
関
数
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
説

明

を

加

え

る

こ

と

に

す

る

。

総
利
潤
を
構
成
す
.る
.要
素
は
次
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
売

上

高

②
経

裏

金

総

額

.(

経
常
労
務
費)

、.
③
直

接

原

材

料

義

、

④
労
働
者
の
新
規
雇
用
お
よ
び
麗
■

す
る
費
用
、

⑤
超
過

労

. 

撃

当

、
⑥
製
品
在
庫
に
関
す
る
費
用
、
f

材
料
在
庫
I

す
る
費
用
、
⑧
製
造
間
接
費
お
よ
び
' 一

馨

I

.
販
売
費

①

企
業
は
単
一
.の
製
品
を
生
産
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。：
製
品
.の
売
上
価
格
を
卩
、
売
上
数
量
を
导
あ
ら
リ
せ
ば
、

M
gn
o
mhr
规=

D
.
P

 

で
あ
る
。

②

屈
用
労
働
渚
数
を〜

、
勞
働
者
ー
.人
当
.り
平
均
賃
金
を
切
と
す
れ
ば
、

m
.
#
M
N>
,
雜 

谷

と

な

る

，。

③

製
品
一
雄
位
に
^
!め
る
直
接
原
材
料
の
割
合
を
'
 
生
産
数
量
を
ス
で
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
直
接
原
材
料
の
雄
位
費
用
は
、
購
入
数
量
饥 

の一

次
減
少
関
数
と
仮
定
す
れ
ば
:-
'

胀
§|
^

^

01[
雜
^

^

藤̂
織
=
。
?—

/
3
}
1
;
2 
と
な
る
。

但
し
、
。<

0

お
ょ
び
バ
.は
定
数
で
あ
る
。

④

新
規
雇
用
労
働
者
お
ょ
び
労
働
者
の
.解
雇
に
関
す
る
費
用
は
、

雇
用
労
働
者
の
増
加
、

あ
る
い
は
、

減
少
人
員
の
二
次
関
数
と
仮
定
す 

る

す

な

わ

ち

、
前
期
末
の
雇
用
労
働
者
数
を
ら
、
当
該
期
末
の
そ
れ
を
：

〜

と
す
れ
ば
、
Z

W
の
場
合
に
は
新
規
に
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
を 

意
味
し
、
面
接
、
銓
衡
、
技
術
訓
練
等
に
費
用
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
ょ
ぅ
。：
ま
た
、
ニ
6
。
の
場
合
に
は
雇
用
劳
働
者
の
解
雇
が
生
ず
る
こ
と
に 

な
り
、
退
職
手
当
の
支
給
の
み
な
ら
ず
、
生
産
態
勢
の
再
組
織
等
も
必
要
と
'な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
者
の
歡
合
に
生
ず
る
費
用
は
次 

式
で
.牙
さ
-れ
る
も
の
.
.と
し
.よ
ぅ
'
。

.

.

. 

,

據
寒
練
-'
0

«雜
侧
油
龙
，3
:
,
^
骑
獅
汽
^

%沒
5
WI
油
H
鋈

丄

。

但
1

"

P1
V

J
は
定
数
で
あ
る
。

.

し
た
が
つ
：て
、
.

C1 。

扑
0
で̂
.あ
る
限
り
、，
新
規
雇
用
と
.解
雇
に
と
も
な
ぅ
費
弔
は
対
称
杓
で
は
な
、
-
。

：

.

.

⑤

.

.
_
‘
超
過
労
働
手
当
は
"主
に
労
働
者
の
.生
産
能
カ
に
依
存
し
て
い
；る
。：
%
1>
、
当
擊
度
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
り
の
生
産
能
力
を
C3
と
す 

れ

は

z—

li
v

o
の
場
合
に
は
超
過
労
働
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
た
め
の
超
過
労
働
手
当
を
支
給
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
Z—

&
A
O 

の

場

合

に

は

怠

惰

办

時

間

が

生

じ

、
無
駄
な
費
用
を
支
出
し
て
い
る
と
と
.に
な
る
。
：.以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、，

，
激

厳

^

#

胀̂

=
c
_
2
(
z
i
3
^
+
c
4
z
l
c
¥
k
l

N -..

-し
但
#

.
ふ

ゾ

(?
3
、丄

、.
'
:(?
5
、

|

は
.す
べ
て
定
数
で
あ
る
'0
：

へ
- 

;

経
^
政
策
に
対
す
る
认
定
理
論
的
ァ
プ
口ー

チ
の
試
み 
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三

四(

一

U

四)

⑥
，
•，
•
•製
品
の
最
適
在
庫
量
は
そ
の
売
上
数
量
の
'
 ,1

次
関
数
と
仮
定
す
る
。
も
し
、
製
品
の
実
際
の
在
庫
数
量
が
少
な
い
と
.受
注
数
量
は
増
加
す 

る
.こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
賄
う
た
め
に
新
規
に
設
備
能
力
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
製
品
の
在
庫
数
量
が
多
け 

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
高
い
在
庫
費
用
が
か
か
る
こ

.之
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

関
係
は
ニ
次
関
敎
で
近
似
さ
れ
‘る
も

の

と

仮

定

す

る

。

鐽
§0
斛
*
バ
骚
'
t
eH
R 
油=

p
c
r
-
(
c
7

 
十 
c

s s
^

但
し
、
06
、
07
、
08
は

す

べ

て

定

数

，
で

あ

.り
、

ダ
は
現
実
の
製
品
在
庫
数
量
を
あ
ら
わ
す
。

_

⑦

原
材
料
の
在
庫
数
量
に
関
す
る
費
用
は
⑥
と
同
様
に
し
て
エ
次
関
数
で
近
似
さ
れ
る
も
の

.と
仮
定
す
る
。

：

缅
#
荖
泔
栅
辫
崦r

蹈f

 

W
灕
油
=
p
*

〔

%

l(

p

*

+

c

s

)〕

。

，但

し

ノ

ヲ

^

^
は
す
べ
て
常
数
で
あ
り
フ
^
は
瑰
実
の
原
材
料
在
庫
数
量
を
あ
ら
わ
す
。

以
上
①〜

⑦
に
検
討
し
た
各
要
素
以
外
に
、
費
用
と
し
て
.考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
本
設
備
の
減

価

償

却

費
等

の

間
接
費
や
一
般
的
な

管 

理
費
が
存
在
す
る
.
.
.
.
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
間
接
費

は

該c

暴
年
度
に
お
い
て
は
麗
し
た
費
用
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
、太
、
企 

業
利
潤
額
に
及
ぼ
す
効
果
は
一
定
と
な
る
.た
め
、
利
潤
最
大
化
プ
ロ
セ

ス

の
問
題
か
ら
は
⑧

S

素
を
除
外
す
る

こ

と

が

許

さ
れ

る
で

あ
ろ

う
。

.

し
た
が
っ
て
、
①〜

⑦
か
ら
企
業
の
選
好
関
数
.(

利
潤
関
数)
.を
次
.の
如
く
定
義
し
よ
う
。

D
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P (

豸 
|
色
&
+
p(

T
i
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—
cl 

o
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H
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z—C30”

+

p

z

l

s

+

c

u

s

+

p

〔

2/—(

p

+

c

b

v
。

•
:

…

：
.

…
.

.

.

.

.

.

…

：.

.

.

.
. ：

：
(2.1)

.
さ
ら
に
、

が
、
：̂

に
関
す
る
制
約
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

2/
、

2/
*
の
前
期
末
の
在
庫
数
量
を
そ
れ
ぞ
れ
2/
0、

2/
0
*と
す
れ
ば
、

?
2)

弍
ょ 

2
/
=
Z

 
十
^—

D

 

' |

'
=
w
+

客
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|
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(
ド 
M

)

麵

さ
て
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(
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.
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)

式

お

ょ

び(2.2 )

式
を
そ
れ
ぞ
れ
P

ド)

式
、

P
2)

式
の
形
に
変
換
し
て
み
ょ
ぅ
。

(2.1)、
. 

(
2
.
2
)

両
式
の
変
数
お
ょ
び
係
数
は
p
,!-
*)

、

p
-
e両
式
の
そ
れ
ら
と
次
の
ょ
ぅ
に
対
応
し
て
い
る
*

政
策
変
数

><1II

非
制
御
変
数
Y
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p
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k

以
上
の
係
数
べ
ク
ト
ル
お
ょ
び
係
数
行
列
を
用
い
て
ル
、
ん
.を
導
出
し
て
み

ょ

ぅ

。

(1.4) 

'式
に
し
た
が
つ
て
，

o o | k - >

•(P+C2CI) 

.
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I
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P
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j

か
く
し
て
;'(

1
.
.
6

)

，
式

か

ら

政

策

変

数

の

最

適

解

1
.を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
も
し
、
売
上
数
量
以
外
の
す
べ
て
の
構
造
係
数
は
不
変
で
あ
り
、

か
つ
、|

冗
上
数
量
に
関
す
る
予
測
値
が
実
糧
と
の

間
に
誤
差

D 

を
生
ず
る
と
き
、
利
潤
関
数
の
最
大
値
か
らp

乖
離
は

.

( 一.11
)

式
に
よ

つ

て
次

の

よ

う

に

な

る

。

w
o
—
w
x
=
—
-!<JS)

、(
C
+
K
、B
)
、K

 
ム(

C

十R
、B
)
J
S

但
し
、
しS

=

、

0 

0 

' 

C
+
K
、B
=
2

 

l
p
(
l
+
c
s
+
c
i
)

為

0?1

)

•

.

.

.

'..V': 
.

 .0
 

—
c
r
.

、

次
に
、
構
造
係
数
が
.確
率
変
動
を
す
る
場
合
を
考
察
し
ょ
ぅ
。

企
業
に
と
つ
て
製
品
の
需
要
量
は
^
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
製
品
に
対
す
る
需
要
量
は
企
業
に
と

つ
て
確
率
変
数
と
な
る 

で
あ
ろ
ぅ
。

さ
ら
に
、

.利
潤
関
数
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
係
数
が
統
計
的
に
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
係
数
を
確
率
変
数
と
し
て
考
え
る 

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

か
か
る
と
き
、

企
業
の
政
策
担
当
者
は〔

仮
定 
一
.
三〕

〔

仮
定
一

•
四
：

r

を
満
足
す
る
行
動
を
と
る
と
す
れ
ば
、
 

こ
れ
ら
の
確
率
変
数
を
各
係
数
の
期
待
値(

確
実
性
当
量)

に
置
き
換
え
る
こ
と
に
ょ
つ
て
求
め
ら
れ
た
最
適
解
兄
と〔

仮
定
ー
ン
三〕
に
し
た
が 

ぅ
行
動
の
最
適
解
兄
と
の
間
に
は
前
述
し
た
如
く
ノ
ロ
^
じ
式
に
示
さ
れ
た
差
異
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

•

.

も
し
、

Wが
.一
定
で
あ
る
と
す
れ
ば(1.21)

式
の
处
は
零
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
兄
と
ム
と
の
間
に
は
何
ら
の
差
異
も
存
在
し
な
ぃ
こ
と 

に
な
る
で
あ
ろ
う
。n

.
動

学

的

決

定

理

論

と

経

営

政

策

.

.
.

三

、
一
ー
次
形
式
の
選
好
関
数
と
^
員
制
約

^
#

に

ょ

る»
学
的
決
定
理
論
の
概
要

.

⑴

確
実
性
の
も
と
に
お
け
る
決
宠
理
論

.
動
学
的
決
定
理
論
.に
含
ま
れ
る
選
好
関
数
お
ょ
び
線
型
制
約
条
件
の
政
策
変
数
と
非
制
御
変
数
は
、
計
画
期
間
で
の
各
期
の
ニ
レ
メ
ン
ト(

小 

ベ
ク
ト
ル)

か
ら
な
る
ベ
ク
ト
ル
と
.し
て
次
の
ょ
ぅ
に
定
義
さ
れ
る
。

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
試
み 

三

匕(

三
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但
し
1 

2, 
.

.

.

.T 

•

し
た
が
つ
て
、
>
<は
^
個
、
>

は
处
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
か
ら
な
る
ベ
タ
ト
ル
で
あ
る
。

選

好

関

数

は
P
♦ご
式

と

同

様

に
、

X
V 

Yr-
-関
す

る

二

次

関

数

と

し

て'*
.

Y
)
=
a
x
+
r
5
T
+
-
l
-
{
x
、A

X
+

Y

、
B

Y'+
x
、c
y
+H
、c
、x)
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.

.

.

.(3.2)

を

考

察

の

対

象

と

し

よ

ぅo 
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：
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但
し
、

a
、
6
、
A
、
B
、
0
は
そ
れ
ぞ
れ
又
、

Y
.に
対
応
し
て
、

II

一  \  

cs-

£

 

u
m

(

e

C r <

一
 

b
t=

••
••

t L/
b
i
t

 
ノ

但
し
、
ん
は
乂
ノ
兄
に
関
す
る
衰
ぎ
行
列
、
す
な
わ
ち
、(

3
.
2

)

式
に
お
け
る
1
の
ニ
次
形
式
は
0

、>
,、x
、
で
あ
る
。

そ
し
て
、

A 

は

W
T
x
m
T

対
称
行
列
で
あ
る
。
 

、

瓜
は
兄
、

>
5

に
関
す
る
さ

X

さ
行
列
、
す
な
わ
ち
、

(
3
.
2
)

式
に
お
け
る』

の
二
次
形
式
は(

¥
し
、«
,、̂
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、

B
は71TX 

n
T

対
称
行
列
で
あ
る
。

。

は

又

、Yr
に
関
す
るm

x
n

行
列
、
す
な
わ
ち
、(

3
.
2

)

式
に
お
け
る
0^
の
ニ
次
形
式
は(

><)

、
,0
、̂

、
で
あ
る
。
そ
し
て
、

C
はW

T
X

 

n
T

行
列
で
あ
る
。

ま
た
、

《
は
-
個
、
6

は
ぼ
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
か
ら
な
る
べ
ク
ト
ル
で
あ
る
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
。

〔

仮
定
三
.I

〕

(
3
.
1
)

式
で
定
義
さ
れ
る
政
策
変
数
べ
ク
卜
ル

X

H〔

X

,

S

J非
制
御
変
数
べ
ク
卜
ルY

=
=
〔Y

、S
〕

が
す
べ
て
実
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
と 

き
、
政
策
担
^
者
の
選
好
関
数
は(3,2)

式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

但
し
、e

、

6
、

A
、

B
、

C
は

(
3.3)

式
で
定
義
さ
れ
る
べ
ク
卜
ル
、
な
い
し
は
、
行
列
、、て
あ
る
。

次
に
、
線
型
制
約
条
件
は(1.2)

式
と
同
様
、
 

T
T
n
R
X
+
s

 

…

•へ.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の
と
し
よ
ぅ
。

ヽSH
I
:

.

.但
し
、，

s

=
..
.
.
.
l 

a
n 

I. 

I'

,
S
J

 

l

ps'
J

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
.ア
ブ
ロ
ー
チ
の
.試
み

(3. 3)

三
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三
九)



印
J — — 一  

W 功
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P °
w  *
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<d；

Y
T
.

:!I
R
T
1
X
1
+
R
X
;
J

+

.

…

• 

• 

： 

: +S
T
.

..

し
た
が
つ
て
、
，.於
は
次
め
小
行
列
か
ら
構
成
さ
れ
る

0
,

- 

へR
u

 

0 

- 

•
. 

• 

0

(

注
9)

■ 

• • (3.5)

. 

r 

; 

四
〇

〈

四
〇) 

し
た
が
っ
て
、
包
は
成
個
の
チ
レ
メ
ン
卜
か
ら
な
る
べ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
.
+
Rは

I

I
:行
列
で
あ

る
。
參

小
行
列p |

に
関
し
て
次
の
仮
定
を
設
け
る
こ
と
に
し
ょ
ぅ
。
す
な
わ
ち
、
非
制
御
変
数

Y
‘
 

'

M

y

M
の
政
策
変
数
瓜
に
は
依
择
し
な
い
も
の
七
す
る
。

つ
ま
り
、

.

Y
"
l
=
w
l
l
x
l
+
s
l

T
2“
w
2I
x
l:+
w
2
2x
2
-f
s
2
 

.
.
.
.
.
.

す
な
わ
ち
、

〔

仮
定
三
ニ
ー〕

•
 

-
 

r.

ベ
ク
卜
ル
X
、

Y
の
間
に
は(3.3)

式
の
線
型
関
係
が
存
在
す
る
。
但
し
、

R
は

(3.5)

式

I

足
し
、

S
は

(3.4)

式
こ

.

て̂
与
え
、定
 

る
列
べ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

以
上
の
諸
仮
定
の
も
と
に
お
い
て
、
政
策
変
数
の
最
適
解

°̂
を
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
^

一
 
章
で
展
開
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
か
ら
容
易
に
理
解
さ 

れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
1か
く
し
て
、
次
の
定
理
が
導
か
れ
る
。
：
 

、
 

•

/-
A定
理
三•

こ

〔

仮
定
三

.一
〕
、

〔

仮
定
三

.
ニ〕

が
満
足
さ
れ
て
い
る
と
き
、
選
好
関
数(
3
.
2
)

式
が
制
約
条
件(

3
.
3
)

式
の
も
と
に
最
大
値
を
も
つ
た
め
の 

必
要
、
か
つ
、
充
分
条
件
は
、

A
:
H
a
+
R

cp+
(
c
+
R
、.B)s 

' 

' 

:

W
=
A
+
H
、B

R
+
C
R
+
R
Q

で
定
義
さ
れ
た
と
き
、
政
策
変
数
が
、

x
o

h
-

k
-

??

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

但
し
、

K
は
非
特
異
、
か
つ
、
負
値
定
符
号

0:
対
称
行
列
で
あ
る
。

,

さ
て
、〔

定

理

三
.
一〕

か
.ら
政
策
変
数
.の
最
適
解
が
”

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、(

？<
|以
外
の)

^
を
決
定
し
た
こ
と
に
ょ
っ
て
坐
ず
る
選 

好

関

数(
3
.
2
)

式
の
*

大
値
か
ら
の
乖
離
.'
績

失

)

を
考
察
し
て
み
ょ
ぅ
。

•

'

.

,
=

M
X

。，
R
X
O
+
S
)

 

w
x
=
w
(
x
,

 

R
x
+
S
)

.

と
す
れ
ば
、
第
一
章
と
全
く
同
様
の
論
理
に
ょ
っ
て
、

.

経
営
政
策
に
対
す
る
決
定
理
論
的
ア
ブ
ロ 
I

チ
の
試
み 

ン 

.

,

四

一

(

四
一)
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四
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(

四
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w
r
w
k
=
-
4
(
x
l
x
o
)
、K
(
x
l
x
o
)
>
a

 

•

…

.…

.:
:
:…

…

：…

：…
…
…

.

…

.(

だ

) 

、

1

と

な

る

。

ま
ず
、第

|
期
に
何
ら
か
の
原
因
に
ょ
り
、最
適
解
？<
の
第
一
期
の
値
沿
と
異
な
る
¥

決
定
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
生
ず
る
麗
を
考
え
ょ
ぅ
。
 

ペ
第
一
;期

の

政

策

変

数

を

そ

す

れ

ば

、
.
：̂

=

:

^

な

る

条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
選

好

襲

w
(
x
,

 

Y
)

の
最
大
化
を
考
え
.な
け
れ
、I

ら
な 

い
。
す
な
わ
ち
、

w
(
x
,

 

Y
l
x
f
r
^
+
w

、x

+H -
x
、K

X—

x
x
l

—

x
l
*

)

.

.

.

.

..

.…
(3
.7 )

の
最
大
化
を
,
I

と
で
ぁ
る
。
但
し
、

'

啟

m

:

個
の
モ
レ
メx

ト
か
ら
f

フ
グ
ラ
ン
ジ
ん
^

(
3
.
7
)

式
を
微
分
し
て
雰
ど
お
け
ば
、

y

3

•

.
但

し

？<
は

(

3

.

8

)

式
を
満
足
す
る
値
で
.ぁ
る
。

さ
ら
に
、o

は

炎

T
I
1
)

個
、
o

は

m
T
.

個
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ェ
レ
メ
ン
ト
か
ら
，I

零 

ヘ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
 

‘

g

式
か
ら
、
 

;

\
 
•
 

「

j

 

x

f—
K
-

言
 

K
-
l

o -
f
c

j
”

x

o

+

K

-

G 

丁

1

..

.

.

.
 ̂.

..(

S

)

.

:
 

.

.

I
k

ゴ>
.

l

i

,

.:
-
7

、

駿 愈

但
し
、

は

m
X

m

行
列
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

\T『
11

.

.JT1TZ

I 

一
 

/
 

‘ 
一
 

i 

. 

.

W
ム 

i

..

.

.\
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I
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一
 

.

.

每

.

.

.K
3
;

し
た
が
っ
<

X1
は
第
一
期
の
兄
が
あ
る
特
定
の
幻
を
と
る
と
き
、
選
好
関
数(3.2 )

式
を
全
計
画
期
間
に
亘
っ
て
最
大
に
す
る
政
策
変
数
の 

最
適
解
を
示
し
て
い
る
。(

3
,
9
)

式
の
第
一
期
の
最
適
解
幻
は
沿
で
あ
る
か
ら
、
X
II
X

T

X

+

K.^。
し
た
が
っ
て
、■f
c
J'
K

o

^

x

f

l

x

?

)

。
 

こ
の

"
を(3.9)

式
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
変
数
の
最
適
解
1
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

〈

K

5

x
f

 

X
O
+

(
K

口)

上(
X
f
—
X
D
.

(3.

I
s

ま
た
、
：第
ー
斯
の
政
策
変
数
を
5!
以
外
の)

ギ
に
決
め
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
全
計
画
期
間
に
亘
つ
て
生
ず
る
誤
差
は(3.6)

、
(
3
.
1
0
)

両
式 

か
ら
、

：

:

•

:-
■
■'
ソ

：

:

.

.

ニ 

•

.

.

w
r

w
x

=

 -
+
(
X
1 *
-
X
D
、(
K

 
に)

-H〔

K
 

ン

WJ

内
V-*

(

K
6 ふ(

x
f
—
x?)

n
 

丨 4
(
x
f

 -
x
?
)
、u

x
f

—
X
?
)
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決
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ブ
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み
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一
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四
三
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四

四

(
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と
な
る
。
さ
ら
'に
、産

期

の

政

策

変

务

が

冗

と

ー

致

し

な

い

原

因

が

、
真

の

？

み

I g g s 

>

0

に
つ
い
て
充
分
な
る
情
择 

を
欠
い
て
い
た
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
’

(一
.
9
)

式
と
同
様
の
論
理
に
ょ
っ
て
、
 

ノ
 

I

X
f
—
X

T
I

C
K

^
K

V

..

, 
3

(

&
+
き
 X

。)
：

...

.！

：
：」

p i
1
2

)

.

が
得
ら
れ
る
。
但
し
： 

■

:
•
:
:

 
:

'■
■

'
:
•
,

袋

=

良A

 
尤

(
R
、 B

R
)
i
(
C
R
)
i
(
R
、c
o

 

.

を

+A

(

R
、6)-

M
(
c
s
)

+
糸 R

、 B
R
)

し
た
が
っ
て
、
k
n

)
：
式

と

g

.

卜

匄 r
w

x
=

—
y

(
&

+
袋

.
： X

7
F
(
&
+

角

.
X
。)

.
- 

:

が
導
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
へ 

>

.
'

J

,

但
し 

j
p
=

 

; 

(

K

V5
丨 X

K

.-
w

.-

.

.

.

.

.

.
W
-
H ノ

.

.

.

.
‘
，
令

ヽ

 

V 

* 

'

(2
不
確
実
性
の
も
と
に
お
け
る
決
定
理
論 

,

'
励
U

体
系

l

l

l

i

f
著

し

い

霞

次

量

屋

れ

て

い

る

。

す

な

ゎ

ち

、
V

期

に

ぉ

け

る

政

策

変

数

の

最

適

解

X 

H

に
は
.
.
'期
初
に
お
い
て
利
用
可
能
な
す
べ
て
の「

情
報」

を
充
分
I

慮
す
る
こ
と
で

I

。

こ

こ

に

.

「

情

報」

と

太
、

過 

実
現
し
ナ

X 

Yお
よ
び
a

み

A 

B 

c、

R
、

Sに
つ
い
て
の
過
去
に
お
け
る
情

報

と

、

全

計

画

期

間

の

将

来時
点
に
お

け
る
こ

れ
ら

す
べ
て
.の
係
数
に
つ
い
て
の
不
確
実
性
を
考
慮
す
，る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
纟
期
の
.初
め
に
お
い
て
全
計
画
期
間
に
亘
る
政
策
変
数

の
最
適
解
で
を
決
定
す
る
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き「

情
報」

と
は
、

れ
恝
>
'恝
の
全
期
間
に
お
け
る
実
現
値
沿

、

^
.
.
、

®

Yv
/2

*..:

…

、
K
お
ょ
び
a
.、
&
、

A
、
B
、
c
、

R
、
s
に
関
す
る
過
去
の
情
報
と
、
将
来
全
計
画
期
間
に
宜
る
こ
れ
ら
の
係
数
の
不
確
実
性
を
、
過
去 

の
情
報
を
も
と
に
し
て
確
率
的
に
.考
慮
す
る
こ
と
で
あ
.る
。

次
の
仮
矩
を
設
け
る
こ
と
\.に
し
ょ
ぅ
0

〔

仮
定
三
，
三〕

.

.

 

-

(3.2)
、

(
3
.
3
)

の
両
式
に
お
け
る
气

&
、
A
、
B
、

c
、
R
、

S
の
各
係
数
が
そ
れ
ぞ
れ
確
率
変
数
'て
あ
る
と
き
、
政
策
担
当
者
は(3.3) 

式
の
制
約
条
件
の
も
と
に
、
選
好
関
数

P 2
)

式
の
期
待
値E

w
(
x
,

 

Y
)

.を
最
大
に
す
る
よ
ぅ
に
行
動
す
る
。

さ
ら
に
、
各
係
数
の
確
率
分
布
に
つ
い
て
次
の
仮
定
を
設
け
る
。'.
:
 

.

〔

仮
定
三•

四〕

C

仮
定
三

.j
〕

、〔

仮
定
三• 

ニ〕

は
次
の
諸
点
を
除
い
て
満
足
さ
れ
る
。
構
造
係
数

a
へ

6
、
A
、

B
、
c
、

R
、

S
の
各
係
数
は
相
互
に 

独
立
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
計
画
期
間
に
亘
っ
て
同
時
確
率
分
布
を
し
、

、

a

ル
、
‘ら
、
ん
、
B,
、
cf
、
K
、
故
の
そ
れ
ぞ
れ
の
同
時
確
率
分
布
は
ル
か
ら
は
独
立
で
あ
る
。

但
し
、

t
ll

v
i
f 

t, 

, t

■

(i
f

a
 
6
、

a
、
b
、
C
、
R
、

8
の
そ
れ
ぞ
れ
の
同
時
確
率
分
布
は
瓜
に
依
存
し
な
い
特
定
の
期
待
值
、
分
散
、
共
分
散
を
構
成
す
る
。

'

〔

仮
定
三•

三〕

，

〔

仮
定
三

•
四〕

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
-き
、
選

好

関

数(
3
.
2
)

式
の
数
学
的
期
待
値
を
最
大
に
す
る
-
期
に
決
定
す
べ
き 

政
策
変
数
の
最
適
解
を
求
め
て
み
よ
ぅ
。

期

に

お

け

る

政

策

変

数

.
の

最

適

解

 
<无
は
、
恝
八
0+
.黯
の

I

に
関
す
る
情
報
、

つ
ま
り
、
実
現
値
沿
を
制
約
条
件
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
.
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常
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沿
の
ベ
ク
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、
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X
s
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し

A
y
o

x.
\ :

ぅ
に
し
て
求
め
ら
れ
る
"。
.

r
の
も
と
に
{
期
に
.お
し

て

選

好

関

数(

S

式
の
期
待
値
を
最
大
に
す
る
政
策
変
数
の
最
適
解

兌

は

次

の

ょ

但

し

E
.は
-
期
の
初
め
に
与
え
ら
れ
た「
情
報」

を
考
慮
し
た
期 

f
 i

l
l

m
o

 
ニ
レx

 

,

ゝ
フ 

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
未
定
乗
数

で
あ
る
。
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ナ

1

秦

1
)

個
の
エ
レ
メ
ン
ト

I

る

(
3
.
1
3
)

式
を

X
に
関
し
て
微
分
し
て

零
と
お
け
ば
、

X
の
最
適
解
は
、

x
h
=

(

E

w

^〔

A
-
I

—

E

&
.

.

.

.
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.
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検
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反
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。
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な
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ク
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。
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仮
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。
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ク
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。
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す
る
か
、
ま

た

、
如
何
な
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要
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が
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目
標
の
達
i

.つて
ド
ミ
ナ
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も
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で
あ
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か
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確
に
蹇
す
る
こ
と
に
始
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そ
し
て
、
政
策
目
標
を
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業
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す
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範
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す
る
も
の
と
な
ら

^
^
^

な
V
で
あ
ろ
う
。
_か
く
し
て
、
二
次
関
数
に
よ
る
選
好
関
数
の
定
式
化
は
、
決
定
理
論
的
ァ
プ
ロ
丨

チ
の
有
効
性
を
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範
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す
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